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一
、
は
じ
め
に

　

聖
聡
は
芝
増
上
寺
の
開
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
、
室
町
期
浄
土
宗
の
学
僧
で

あ
る
。
今
春
、
私
は
『
室
町
期
浄
土
僧
聖
聡
の
談
義
と
説
（
（
（
話
』
を
上
梓
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
疫
病
が
流
行
し
関
係
寺
社
や
諸
研
究
機

関
が
立
入
謝
絶
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
拙
著
出
版
に
さ
い
し
今
後
の
課
題

と
し
て
残
し
た
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
課
題
の
一
つ
、
聖

聡
が
参
照
し
た
『
大
蔵
一
覧
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
得

た
知
見
を
報
告
し
た
い
と
思
う
。

　
『
大
蔵
一
覧
集
』
は
、
南
宋
の
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
一
一
六
二
）
に
、

陳
実
が
福
州
東
禅
寺
版
大
蔵
経
を
対
象
に
、
そ
の
中
の
要
文
一
一
八
一
則
を

抽
出
し
、
八
部
門
六
十
品
に
分
類
し
た
仏
典
類
書
で
あ
る
。
そ
の
最
終
章
に

禅
門
列
祖
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
禅
籍
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
る
。
栄
西
が
『
興
禅
護
国
論
』
第
七
大
綱
勧
参
門
で
、『
大
蔵
一
覧
集
』

巻
三
の
一
部
を
引
用
（
（
（
し
、
ま
た
、
栄
西
の
後
、
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
に

天
龍
寺
雲
居
庵
開
版
の
五
山
版
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
禅
籍
と
し

て
流
布
し
た
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
『
大
蔵
一
覧
集
』
の
翻
刻
は
、
一
九
三
四
年
に
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第

三
巻
（
大
正
新
修
大
蔵
経
別
巻
）
に
収
め
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
は
高
麗
版

の
影
印
が
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
六
巻
上
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
諸
本
に
は
、

南
宋
版
・
元
版
・
高
麗
版
な
ど
の
舶
来
版
が
あ
り
、
さ
ら
に
和
刻
版
と
し
て

五
山
版
・
古
活
字
版
・
近
世
整
版
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

　

聖
聡
が
、『
大
蔵
一
覧
集
』
を
『
大
経
直
談
要
註
記
』『
当
麻
曼
陀
羅
疏
』

な
ど
で
引
用
し
、
自
著
に
使
う
説
話
の
取
材
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
様
子

に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
著
で
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
さ
い

積
み
残
し
た
課
題
は
、
禅
籍
で
あ
る
『
大
蔵
一
覧
集
』
を
浄
土
僧
聖
聡
が
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
入
手
、
閲
覧
し
た
の
か
、
と
い
う
享
受
の
具
体
的
な
実
態

を
探
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
室
町
期
浄
土

学
僧
が
授
受
し
て
い
た
情
報
経
路
の
一
端
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は

関
東
一
帯
に
点
在
し
た
各
宗
の
談
義
所
を
取
り
巻
く
学
問
的
環
境
を
知
る
手

が
か
り
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

研
究
ノ
ー
ト

聖
聡
が
参
照
し
た
『
大
蔵
一
覧
集
』

上　

野　

麻　

美
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出
自
で
あ
る
千
葉
氏
の
氏
寺
で
、
彼
が
出
家
し
た
寺
と
さ
れ
る
千
葉
寺
（
千

葉
県
千
葉
市
）
に
は
、
十
三
世
紀
前
半
ご
ろ
宋
に
渡
り
経
典
の
将
来
や
補
刻

事
業
に
関
わ
っ
た
「
了
行
」
が
い
（
（
（
た
。
よ
っ
て
南
宋
版
『
大
蔵
一
覧
集
』
ま

た
は
そ
の
覆
刻
本
や
写
本
が
了
行
の
手
元
に
あ
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
千
葉

氏
縁
者
で
千
葉
寺
出
身
の
聖
聡
が
何
ら
か
の
機
会
を
得
て
そ
れ
を
閲
覧
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
千
葉
氏
周
辺
に
南
宋
版
『
大
蔵
一
覧
集
』
が
も
た
ら
さ
れ
た
可

能
性
を
考
え
る
さ
い
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
千
葉
氏
と
金
沢
称
名
寺

と
の
関
係
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
中
世
の
千
葉
氏
の
領
内
に
は
金
沢
称

名
寺
の
所
領
が
点
在
し
て
お
り
、
称
名
寺
僧
た
ち
は
武
蔵
国
六
浦
と
房
総
を

海
路
で
盛
ん
に
往
来
し
た
よ
う
で
、
領
主
千
葉
氏
は
彼
ら
の
庇
護
を
担
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
は
、
金
沢
称
名
寺
伝
来
と

推
定
さ
れ
る
、
鎌
倉
後
期
に
南
宋
版
を
書
写
し
た
『
大
蔵
一
覧
集
』
が
遺
る

こ
と
か
ら
、
称
名
寺
僧
た
ち
が
千
葉
氏
の
関
係
寺
院
に
南
宋
版
『
大
蔵
一
覧

集
』
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
経
路
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
経
路
も
検
討
す
る

余
地
が
あ
る
。
こ
う
し
た
、
聖
聡
を
と
り
ま
く
地
縁
血
縁
的
環
境
を
考
慮
す

れ
ば
、
彼
が
南
宋
版
『
大
蔵
一
覧
集
』
お
よ
び
そ
の
関
連
諸
本
を
披
見
で
き

た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

三
、
調
査
対
象
と
し
た
諸
本

　

さ
て
、
右
に
述
べ
た
二
つ
の
推
論
を
念
頭
に
お
き
、
今
回
、
調
査
し
え
た

諸
本
を
左
に
挙
げ
よ
う
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
数
あ
る
『
大
蔵
一
覧
集
』
の
諸
本
の
う

ち
、
聖
聡
が
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
を
特
定
す
る
調
査
の
中
間
報
告
で
あ
る
。

二
、
二
つ
の
推
論

　

聖
聡
が
参
照
し
た
『
大
蔵
一
覧
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の

拙
著
に
て
二
通
り
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
推
論

を
再
掲
し
よ
う
。

　

前
述
の
と
お
り
『
大
蔵
一
覧
集
』
に
は
諸
本
が
多
数
あ
る
が
、
入
手
の
難

易
度
か
ら
言
え
ば
、
聖
聡
存
命
期
に
お
い
て
は
、
舶
来
版
に
比
し
て
和
刻
版

の
五
山
版
の
方
が
手
に
入
れ
や
す
い
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
大
蔵
一

覧
集
』
の
五
山
版
の
刊
行
は
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
で
、
聖
聡
が
こ
れ
を

頻
用
す
る
『
大
経
直
談
要
註
記
』
が
成
立
し
た
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
と

は
年
代
的
に
も
近
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
、
総
じ
て
五
山
版
の
書
籍
は
残
存
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
発
行
部

数
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
点
で
あ
（
（
（
る
。
五
山
版
『
大
蔵

一
覧
集
』
に
関
し
て
も
、
現
存
完
本
は
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫

に
蔵
さ
れ
る
も
の
の
み
で
残
存
状
況
か
ら
判
断
す
れ
ば
広
く
流
布
し
た
形
跡

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
書
を
入
手
、
閲
覧
で
き
た
人
物
は
禅
宗
寺
院
関
係

者
の
な
か
で
も
ご
く
限
ら
れ
た
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
し
て
や
、

都
か
ら
遠
い
関
東
在
住
の
浄
土
僧
の
聖
聡
が
そ
の
よ
う
な
貴
重
書
を
入
手
・

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
疑
問
が
残
る
。

　

ま
た
、
一
方
で
、
関
東
在
住
な
が
ら
、
聖
聡
が
南
宋
版
『
大
蔵
一
覧
集
』

に
触
れ
る
機
会
を
持
ち
得
た
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
聖
聡
の
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新
島
記
念
文
庫
蔵
。
整
版
本
。
こ
の
他
、
叡
山
文
庫
毘
沙
門
堂
蔵
、
京

都
大
学
附
属
図
書
館
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、
仏
教
大
学
附
属
図
書

館
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
、
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
、
大
阪
公
立
大

学
杉
本
図
書
館
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
に
も
蔵

さ
れ
る
。

G
…�

寛
永
十
九
年
刊
本
（
版
元
は
野
田
庄
右
衛
門
）　

＊
早
稲
田
大
学
中
央

図
書
館

整
版
本
。
こ
の
他
、
法
然
院
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
も
蔵
さ
れ
る
。

　

今
回
、
右
に
挙
げ
た
諸
本
と
古
活
字
本
『
大
経
直
談
要
註
記
』
で
の
引
用

文
を
照
合
し
、
用
字
の
異
同
に
注
目
し
て
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、『
大
蔵

一
覧
集
』
諸
本
間
で
は
近
い
が
、
そ
れ
ら
諸
本
は
ど
の
本
も
引
用
文
と
の
間

が
遠
い
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
引
用
文
に
あ
る
脱

文
箇
所
（『
大
経
直
談
要
註
記
』
巻
五
冒
頭
近
く
の
「
過
現
因
果
経
」
引
用

部
分
）
は
ど
の
テ
キ
ス
ト
に
も
な
い
。
そ
も
そ
も
、『
大
経
直
談
要
註
記
』

原
本
が
所
在
不
明
の
た
め
、
よ
ほ
ど
特
異
な
点
が
な
い
限
り
、
用
字
の
異
同

や
脱
文
の
有
無
な
ど
で
二
者
の
影
響
関
係
を
断
定
す
る
の
は
難
し
い
。
し
た

が
っ
て
、
管
見
に
入
っ
た
範
囲
で
は
、
聖
聡
が
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
を
特
定

す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
不
可
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
一
切
経
所
収
の
「
版
本
」
の
南
宋
版
『
大
蔵
一
覧
集
』
は
高

山
寺
が
所
蔵
す
る
が
、
今
回
調
査
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、

南
宋
版
を
底
本
と
す
る
と
さ
れ
る
金
沢
文
庫
蔵
写
本
や
、
南
宋
版
を
覆
刻
し

た
と
さ
れ
る
高
麗
本
か
ら
推
定
す
る
他
な
い
が
、
調
査
結
果
か
ら
推
測
す
る

に
、
高
山
寺
蔵
の
南
宋
版
原
本
と
照
合
し
た
と
し
て
も
、
や
は
り
聖
聡
の
参

A
…
金
沢
文
庫
写
本　

＊
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
蔵

宋
版
一
切
経
所
収
本
。
一
切
経
と
し
て
納
め
ら
れ
た
さ
い
に
は
版
本
で

あ
っ
た
の
か
、
ど
の
段
階
で
写
本
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
。
た
だ
し
、

牧
野
和
夫
に
よ
り
こ
の
写
本
の
底
本
は
南
宋
版
『
大
蔵
一
覧
集
』
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
南
宋
版
は
こ
の
他
に
、
京
都
高
山
寺

（
一
部
は
実
践
女
子
大
蔵
）
に
も
蔵
さ
れ
る
。

B
…
高
麗
版
本　

＊
影
印
本
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
巻
六
上
所
収

南
宋
版
の
覆
刻
（
（
（
版
。
序
文
な
し
。

C
…
五
山
版
本　

＊
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵

応
永
十
年
刊
行
。
元
版
の
覆
刻
版
と
さ
れ
（
（
（
る
。
他
に
三
井
家
旧
蔵
本
が

あ
る
が
完
本
で
は
な
く
巻
二
と
巻
三
及
び
巻
十
一
末
刊
記
は
補
（
（
（

写
。

D
…
駿
河
版
本　

＊
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
デ
ジ
タ
ル
画
像
閲
覧
可
）

慶
長
二
十
年
。
銅
活
字
版
。
徳
川
家
康
の
命
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。

金
沢
文
庫
蔵
写
本
が
底
本
（
（1
（
か
。
こ
の
他
に
国
立
公
文
書
館
、
天
理
大
学

図
書
館
、
宮
内
庁
図
書
寮
文
庫
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、
慶
応
大
学

斯
道
文
庫
、
高
木
文
庫
に
も
蔵
さ
れ
る
。

E
…
叡
山
版
本　

＊
仏
教
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
デ
ジ
タ
ル
画
像
閲
覧
可
）

刊
行
は
元
和
寛
永
こ
ろ
（
（1
（
か
。
木
活
字
版
。
仏
教
大
学
附
属
図
書
館
の
書

誌
情
報
に
は
単
に
「
古
活
字
版
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
東
洋
文
庫
蔵

（
岩
崎
文
庫
）
の
叡
山
版
（
木
活
字
版
）
と
比
較
し
同
版
と
判
定
し
た
。

こ
の
他
、
日
光
天
海
蔵
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
東
京
大
学
総
合
図

書
館
に
蔵
さ
れ
る
。

F
…�

寛
永
十
九
年
刊
本
（
版
元
は
西
田
勝
兵
衛
）　

＊
同
志
社
大
学
図
書
館

蔵
（
デ
ジ
タ
ル
画
像
閲
覧
可
）
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成
瀬
隼
人
等
御
供
あ
る
。
御
目
見
の
時
、「
仏
教
は
数
千
な
れ
ば
、
末
書

も
数
万
な
る
べ
し
。
此
度
自
分
活
字
版
を
申
付
、
内
外
二
典
の
内
、
世
上

に
用
ひ
て
益
あ
る
べ
か
ら
む
を
開
板
申
付
ん
と
す
。
外
典
は
道
春
等
に
聞

と
ど
け
貞
観
政
要
、
東
鑑
、
本
朝
世
紀
等
を
申
付
た
り
。
釈
氏
に
て
は
何

れ
の
書
か
よ
か
ら
む
や
。
近
日
、
天
海
も
来
る
べ
け
れ
ば
、
夫
に
申
付
、

京
都
へ
遣
せ
、
か
れ
が
宗
門
の
内
縁
に
つ
き
て
、
公
家
門
跡
よ
り
出
さ
し

む
べ
け
れ
ば
、
か
れ
は
彼
、
国
師
は
国
師
な
れ
。
自
分
が
戒
師
は
国
師
な

れ
ば
、
国
師
に
比
類
す
べ
き
沙
門
日
本
に
あ
ら
ず
。
何
に
て
も
開
板
の
上
、

僧
俗
共
に
仏
学
に
た
よ
り
あ
ら
む
を
申
出
べ
し
」
と
仰
せ
あ
り
。
国
師
言

上
す
ら
く
「
誠
に
結
構
、
言
語
同
断
の
御
事
に
て
候
、
我
朝
仏
書
開
板
の

始
は
、
浄
土
門
撰
択
集
を
始
と
仕
り
候
へ
ば
、
日
本
開
板
は
当
宗
よ
り
先

成
は
御
座
な
く
候
、
さ
て
当
今
に
及
び
仏
学
の
た
よ
り
あ
ら
ん
に
は
大
蔵

一
覧
に
し
く
は
な
く
候
、
其
故
は
此
書
は
震
旦
に
て
居
士
が
作
に
て
、
一

た
び
全
部
を
開
播
す
る
時
は
、
先
一
切
経
に
結
縁
し
、
功
徳
を
植
る
の
み

な
ら
ず
、
義
学
の
引
証
に
た
よ
り
あ
り
候
、
又
儒
者
な
ど
へ
仏
教
を
さ
と

さ
む
に
は
、
首
楞
厳
経
な
ど
も
宜
候
、
円
覚
楞
伽
般
若
部
類
は
学
者
の
好

む
書
に
候
へ
ど
も
、
ま
れ
に
板
本
も
見
え
候
、
大
蔵
一
覧
は
い
ま
だ
無
之

候
へ
ば
、
宋
本
を
以
活
字
板
と
な
し
、
此
度
御
定
制
被
下
し
十
八
檀
林
へ

も
一
部
づ
つ
下
し
置
れ
な
ば
、
当
来
の
幼
学
の
た
め
に
も
一
き
は
難
有
こ

そ
存
候
へ
」
と
申
上
ら
れ
け
れ
ば
、
上
様
「
い
か
に
も
し
か
る
べ
し
、
活

字
板
申
付
、
東
鑑
と
同
じ
日
時
に
出
来
せ
ば
檀
林
へ
は
寄
附
す
べ
し
」
と

仰
ら
る
。

�

（『
暁
誉
源
栄
覚
（
（1
（
書
』）

　
「
世
上
に
用
ひ
て
益
あ
る
べ
か
ら
む
を
開
板
申
付
ん
と
す
」
と
い
う
目
的

照
し
た
テ
キ
ス
ト
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
右
に
挙
げ
た
諸
本
の
他
に
、
元
版
『
大
蔵
一
覧
集
』
が
大
東
急
記

念
文
庫
（
久
原
文
庫
旧
蔵
）
に
蔵
さ
れ
（
（1
（
る
が
、
こ
れ
も
未
だ
調
査
が
叶
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
元
版
は
五
山
版
の
底
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

お
（
（1
（
り
、
五
山
版
で
の
調
査
結
果
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
や
は
り
南
宋
版
の
場
合

と
同
様
の
判
断
と
な
ろ
う
。

四
、
浄
土
宗
僧
と
『
大
蔵
一
覧
集
』

　

右
に
述
べ
た
ご
と
く
、
現
時
点
で
は
調
査
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
得
た
い
く
つ
か
の
知
見
を
記
し
て
お

き
た
い
。

　
『
駿
府
記
』
に
は
慶
長
十
九
年
八
月
六
日
、
家
康
が
『
大
蔵
一
覧
集
』
を

金
地
院
崇
伝
に
献
上
さ
れ
、
銅
活
字
で
開
板
す
る
よ
う
命
じ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
駿
河
版
『
大
蔵
一
覧
集
』
の
出
版
は
崇
伝
の
薦
め
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り

先
に
、
増
上
寺
の
源
誉
存
応
（
観
智
国
師
、
一
五
四
四
～
一
六
二
〇
年
）
の

推
薦
が
あ
っ
た
と
語
る
記
録
の
存
在
を
、
福
井
保
が
指
摘
し
て
い
（
（1
（
る
。
そ
れ

は
『
暁
誉
源
栄
覚
書
』（
明
治
十
四
年
写
本
。
一
冊
。
内
閣
文
庫
蔵
）
と
題

す
る
資
料
で
、
そ
の
巻
末
の
本
奥
書
に
「
寛
永
八
年
十
月
廿
日
」
と
い
う
書

写
年
月
日
と
「
廓
圓
」
と
い
う
書
写
者
の
名
が
記
さ
れ
る
。
長
く
な
る
が
、

左
に
該
書
の
『
大
蔵
一
覧
集
』
に
関
す
る
部
分
を
引
い
て
み
よ
う
。

　

慶
長
十
八
年
八
月
十
三
日
国
師
駿
府
に
罷
越
、
主
先
報
土
寺
へ
寓
せ
ら

れ
け
る
に
、
十
五
日
大
御
所
渡
御
し
給
ひ
、
本
多
上
野
介
、
安
藤
帯
刀
、
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ち
に
享
受
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
報
告
し
た
と
お
り
、
管
見
の
限
り
で
は
、
聖
聡
が
参
考
に
し
た
テ

キ
ス
ト
を
特
定
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
調
査

の
過
程
で
得
た
知
見
は
、
聖
聡
よ
り
後
代
の
『
大
蔵
一
覧
集
』
の
享
受
を
た

ど
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
示
唆
を
孕
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

前
掲
の
拙
著
に
て
指
摘
し
た
が
、
本
文
に
「
○
○
経
云
」
と
出
典
が
明
記

さ
れ
て
い
て
も
、
原
典
で
は
な
く
『
大
蔵
一
覧
集
』
所
載
の
要
文
を
引
用
し

た
例
は
、
独
り
聖
聡
の
著
作
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

『
大
蔵
一
覧
集
』
の
駿
河
版
や
叡
山
版
の
存
在
を
見
る
と
、
寺
院
を
中
心
と

し
た
江
戸
期
の
流
布
の
様
相
も
う
か
が
え
、
当
時
の
僧
侶
の
著
作
に
引
用
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。『
大
蔵
一
覧
集
』
は
大
蔵
経
の

要
文
集
と
い
う
性
格
上
、
本
体
で
あ
る
大
蔵
経
に
付
随
す
る
二
次
資
料
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
た
せ
い
か
、
従
来
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
典
籍
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
駿
河
版
の
出
版
事
情
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
蔵
経
本
体
よ
り
も
広
く
用

い
ら
れ
た
仏
書
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。『
大
蔵
一
覧
集
』
は
、
今
後
、

中
世
、
近
世
に
お
け
る
仏
教
説
話
の
出
典
を
検
討
す
る
さ
い
に
は
、
ま
ず
第

一
に
検
討
す
べ
き
重
要
な
資
料
と
な
ろ
う
。

　

さ
ら
な
る
伝
本
の
探
査
に
よ
り
、
聖
聡
が
参
照
し
た
『
大
蔵
一
覧
集
』
の

テ
キ
ス
ト
が
判
明
し
、
本
書
の
享
受
の
様
子
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
、
今
後
も
調
査
を
継
続
し
た
い
。

の
も
と
、「
僧
俗
共
に
仏
学
に
た
よ
り
あ
ら
む
を
申
出
し
べ
し
」
と
い
う
家

康
の
要
請
に
対
し
、
存
応
は
「
当
今
に
及
び
仏
学
の
た
よ
り
あ
ら
ん
に
は
大

蔵
一
覧
に
し
く
は
な
く
候
」
と
答
え
、
こ
れ
を
出
版
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る

功
徳
や
意
義
を
熱
心
に
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
の
は
、
江
戸
初
期
に
お
い
て
『
大
蔵
一
覧
集
』
が

入
手
困
難
な
書
籍
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
禅
籍
で
あ
る
『
大
蔵
一
覧
集
』
が
聖

聡
よ
り
後
の
時
代
に
お
い
て
も
浄
土
学
僧
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
、『
大
蔵
一
覧
集
』
が
浄
土
学
僧
に
重
宝
さ
れ
た
と
推

察
で
き
る
例
を
紹
介
し
よ
う
。
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
の
寛
永
十
九
年

刊
行
本
（
版
元
野
田
庄
右
衛
門
）
に
は
「
海
誉
大
僧
正
御
牌
所
書
籍
」
と
い

う
所
蔵
印
記
が
あ
る
。「
海
誉
大
僧
正
」
と
は
知
恩
院
五
十
八
世
「
海
誉
祐

月
」（
一
七
一
三
～
八
四
）
を
指
し
、「
御
牌
所
」
は
そ
の
位
牌
が
安
置
さ
れ

た
堂
舎
や
そ
こ
を
管
理
す
る
寺
院
そ
の
も
の
を
い
う
。
こ
の
印
記
だ
け
で
は

当
該
本
が
祐
月
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
の
か
は
判
明
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
浄
土
宗
寺
院
で
享
受
さ
れ
た
書
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
二
人
の
僧
侶
の
例
に
よ
り
、『
大
蔵
一
覧
集
』
は
江
戸

期
の
浄
土
学
僧
に
も
欠
か
せ
な
い
書
物
と
し
て
大
事
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

様
子
が
う
か
が
え
る
。
禅
籍
と
し
て
伝
来
し
た
『
大
蔵
一
覧
集
』
だ
が
、
そ

の
利
用
価
値
の
高
さ
に
気
付
き
、
浄
土
宗
教
義
の
解
説
に
こ
れ
を
頻
用
し
た

先
駆
け
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
聖
聡
で
あ
る
。
浄
土
学
僧
た
ち
は
聖
聡
の
著

書
や
教
え
と
と
も
に
、
そ
の
拠
り
所
と
な
っ
た
典
籍
も
熱
心
に
学
ん
で
い
た

よ
う
だ
。
駿
河
版
発
行
に
さ
い
し
て
、
存
応
が
『
大
蔵
一
覧
集
』
を
推
薦
し

た
背
景
に
は
、
先
学
が
愛
読
し
た
『
大
蔵
一
覧
集
』
を
よ
り
多
く
の
学
僧
た
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記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
』
第
二
巻
仏
書
之
部
。

（
13
）
椎
名
宏
雄
前
掲
書
第
一
章
第
四
節

（
14
）
福
井
保
前
掲
書

（
15
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲
覧
。
請
求
番
号
一
六
六

―
〇
一
二
七
。
翻
字
に
つ
い
て
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
現
行
の
表
記

に
改
め
、
適
宜
、
句
読
点
・
濁
点
を
付
し
た
。

�

（
二
〇
二
二
年
十
月
十
六
日
脱
稿
）

＊�

本
稿
は
二
〇
二
〇
年
度
国
内
研
究
員
と
し
て
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
発
表

す
る
も
の
で
あ
る
。

注（
1
）
新
典
社
、
二
〇
二
二
年
四
月
。
二
〇
二
二
年
度
東
京
経
済
学
術
研
究

セ
ン
タ
ー
学
術
図
書
刊
行
助
成
に
よ
る
。

（
2
）
柳
田
聖
山
「
栄
西
と
『
興
禅
護
国
論
』
の
課
題
」（『
中
世
禅
家
の
思

想
』
日
本
思
想
体
系
16
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）

（
3
）
川
瀬
一
馬
『
五
山
版
の
研
究
』
日
本
古
典
籍
商
協
会
、
一
九
七
〇
年

三
月

（
4
）
野
口
實
「
了
行
と
そ
の
周
邊
」、
牧
野
和
夫
「
宋
版
一
切
経
補
刻
葉
に

見
え
る
「
下
州
千
葉
寺
了
行
」
の
周
邊
」（「
東
方
學
報
京
都
」
第
七
三
冊
、

二
〇
〇
一
年
三
月
）。
野
口
実
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
下
総
千
葉
寺
由
縁

の
学
僧
た
ち
の
活
動
―
了
行
・
道
源
に
関
す
る
訂
正
と
補
遺
―
」（「
京
都

女
子
大
学
研
究
紀
要
」
二
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

（
5
）
小
笠
原
長
和
「
下
総
千
葉
氏
と
称
名
寺
僧
」（『
中
世
房
総
の
政
治
と

文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
十
一
月
）

（
6
）
牧
野
和
夫
「
日
宋
の
「
版
刻
」
を
結
ぶ
も
の
―
十
三
世
紀
中
後
期
の

「
補
刻
葉
」
に
探
る
―
」（「
日
本
文
学
」
五
〇
巻
七
号
、
二
〇
〇
一
年
七

月
）

（
7
）
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
巻
六
上
・
解
題
、
臨

川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
三
月

（
8
）
椎
名
宏
雄
『
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
』
第
一
章
第
四
節
、
大
東
出
版
社
、

一
九
九
三
年
八
月

（
9
）
川
瀬
一
馬
前
掲
書
第
三
章
第
二
節

（
10
）
福
井
保
『
江
戸
幕
府
刊
行
物
』
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
八
月

（
11
）
東
洋
文
庫
日
本
研
究
委
員
会
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
』
Ⅲ
、

東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

（
12
）
椎
名
宏
雄
前
掲
書
附
録
一
「
宋
金
元
版
禅
籍
所
在
目
録
」。『
大
東
急


